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県議会2月定例会は、2月14日から3月6日まで

の21日間にわたって開催されました。

この定例会で木村知事は、平成15年度において

は、地域の自立を目指す政策（和歌山自立政策）

や全国にさきがけた政策（和歌山モデル）の実施

など、行政の最前線である地方起点の構造改革を

実践し、県民生活の充実や地方主導の国づくりに

おいて、成果を出すことをめざしていきたいと述

べました。

そして、「緑の雇用事業の全国展開」、「産業の活

力アップ・雇用対策」、「安全・安心な県民生活の

確保」、「ＩＴわかやまの推進」などの施策を盛り

込んだ「平成15年度一般会計予算」や「平成14

年度一般会計補正予算」などの予算案件、本県財

政状況の健全化に資するため議員報酬を５パーセ

ント削減する「議会の議員の報酬の特例に関する

条例」などの条例案件、人事案件など計99議案が

提案され、いずれも原案どおり可決・同意されま

した。

また、予算委員会では、当初予算及び予算関連

事項について審査が行われました。

請願については、１件が不採択、3件が継続審

査となり、意見書・決議については「国から地方

への税源移譲を求める意見書」、「イラク問題の平

和的解決を求める決議」、「朝鮮民主主義人民共和

国による核ミサイル等の開発の即時中止及び拉致

問題の完全解決を求める決議」が可決され、関係

機関に送付されました。

質疑及び一般質問には15人の議員が登壇し、県

政各般にわたる諸問題について活発な論議が展開

されました。

主な質問と、これに対する知事や関係当局の答

弁要旨は次のとおりです。（要約抜すい）

世界遺産登録を見据えた観
光戦略の方針と展開
平成16年予定の高野・熊野

世界遺産登録は、本県の観光
振興にとって極めて重要なも
のと位置づけており、14年度
から、計画的に気運を盛り上
げるための祈りの道キャンペ
ーンを実施し、首都圏や全国
主要都市において、高野・熊
野の歴史・文化資源を紹介し
てきたところである。
引き続き、高野・熊野をキ

ーワードとした情報発信の強
化による観光客の誘致や、大
都市圏での認知度向上を進め
ていきたい。

うめ研究所（仮称）
平成16年度開所予定の「う

め研究所（仮称）」については、
地域に密着した研究機関とし
ての体制を整備するとともに、
梅産業の持続的な発展を図る
観点から、生育不良の早期解
明を始め、環境にやさしく省
力的な安定生産技術の確立や
ＤＮＡ検定を利用した優良品
種の選抜育種、また、環境制
御温室を利用した新たな研究
など総合的な取り組みを行う。

和歌山県立医科大学跡地利用
近年における大型店舗の相

次ぐ撤退が中心市街地の活力
低下を招いており、県立医科
大学跡地利用事業は、中心市
街地の活性化を図る上で重要
な役割を担うものと考えてい
る。
商業施設、宿泊施設等が、

15年度早々にも着工し、平成
17年秋にオープンの予定とな
っているが、本事業の目的で
ある、中心市街地が賑わいの
あるまちになるように、着実
に事業を推進していきたい。

老人医療費負担増
今回の制度改正は、高齢化

の進展等により医療費が増大
し、医療保険財政が厳しい中
で、これからも国民皆保険制
度を堅持するため、また、現
役世代の負担との均衡を図る
ために、高齢者の方にも応分
の負担をお願いすることとな
ったものであるのでご理解願
いたい。
なお、新しい高齢者制度の

創設など、医療保険制度の抜
本改革の実現を国に対して要
望していく。

京奈和自動車道の進捗状況
京奈和自動車道については、

国に強く働きかけた結果、平
成14年度予算において100億円
の事業費が確保された。15年
度は、三大都市圏環状道路と
して、引き続き増額を働きか
けている。
橋本道路については、平成

17年度に供用するよう国土交
通省に働きかけているところ
である。
紀北東、紀北西道路につい

ても、より効果的・効率的に
整備が図られるよう、国に強
く働きかけたい。

繊維産業等の振興策
中国市場進出支援

県内繊維産業では、輸出振
興への関心も高まり、中国市
場に向けた動きが進んでいる。
平成15年度には、上海に本

県を含む5県共同で活動拠点を
つくり、プロデューサーを配
置し、県内企業の中国市場へ
の進出を支援していくことと
した。
また、繊維産業中国市場進

出サポート事業を新たに創設
し、海外市場の需要調査や海
外展示会への出展など、繊維
産地の積極的な取り組みを支
援し、繊維産業の活力アップ
を図っていきたい。

東南海・南海地震対策
県アクションプログラム

アクションプログラムの策
定については、「県民の命を守
る」、「県民の生活を守る」、
「復旧・復興を進める」を理念
とした基本方針を策定した上
で、全庁的なワーキンググル
ープを立ち上げ、防災対策の
各部門ごとに、基本方針に沿
ったプログラム素案を作成す
る予定としている。
この素案には、市町村や防

災関係機関等の意見も反映さ
せていきたい。

イングリッシュ・パワーアッ
ププログラム
本年度から全面実施となった
新しい学習指導要領では、小学
校で英語に親しむ学習を行うこ
とができるようになった。
本県では、進んで英語を話

せる子供の育成をめざし、新
規事業として、小・中学校が
連携し系統的に英会話学習を
行う「イングリッシュ・パワ
ーアッププログラム」を実施
することとしている。

紀南地域の医療体制の充実
ドクターヘリは、救命率の

向上や後遺症の軽減に非常に
成果をあげており、今後、夜
間運航の可能性について検討
するとともに、新宮市立医療
センターのヘリポートが早期
に整備できるよう協議を進め
ている。
また、休日・夜間の比較的

軽症な急病患者に対応する休
日夜間急患センターや小児の
病院群輪番制は、各二次保健
医療圏に必要と考えており、
関係機関とも協議しながら、
早期に体制整備を推進してい
きたい。

学校におけるたばこ問題対策
県内の学校でのノースモー

キング・エリアの実施がスタ
ートしてから１年近くが経過
したが、現在、当初のねらい
どおり、おおむね順調に進ん
でいると考えている。
また、中・高校生の喫煙に

ついては、生徒指導及び健康
教育上の重要な課題であり、
授業や特別活動の中で、低年
齢のうちからたばこの害を知
るとともに健康を大切にする
態度を身に付けさせることが
何よりも求められるという観
点から、各学校でのたばこを
含む薬物乱用防止教室の開催
に力を入れていく。

有田みかんの振興
若年層の果実離れや食生活

の変化などにより、消費が停
滞基調にある中で、これまで
も、生産・流通基盤の整備や
都市でのＰＲ、学校給食の利
用促進など様々な対策を講じ
てきたが、平成15年度からは、
「マルチ栽培の推進による高品
質みかんの生産拡大対策」、
「安心・安全を確保するトレー
サビリティーシステムの導入
促進」、「大手量販店でのアン
テナショップ開設」など、産
地の活性化を図る新たな取り
組みに着手することとしてい
る。

構造改革特区
特区については、国からモ

デルを示すのではなく、自治
体や民間の知恵と工夫による
取り組みにより制度を変えて
いく、新たな国と地方のパー
トナーシップとして評価して
いる。
本県も、和歌山の地域資源

や特性を活かした新たなふる
さとづくり型の特区の実現に
向けて、関係市町村との連携
を取りながら、積極的に推進
していきたい。

緑の雇用事業
継続的な雇用の創出

森林作業において、緊急雇
用事業に続く担い手育成対策
の継続や、恒久対策として地
球温暖化防止対策としての森
林整備等を政府に提案するな
ど、森林整備事業の拡大を図
り、継続的な雇用の場を創出
していきたい。
なお、平成15年度において

は、14年度までに緊急雇用事
業で雇用された方を担い手対
策として約300名、また、新た
に本年度の緊急雇用事業では
約400名の雇用を予定している。

漆器産業の振興
海南の漆器を始め県内の伝

統工芸品産業に光を当て積極
的に活用していくことは、和
歌山の活力アップや地域の活
性化に重要なことであると考
えている。
県では、伝統工芸品産業振

興の新たな試みとして、伝統
工芸品リバイバル支援事業を
創設し、伝統工芸を継承して
いく後継者の確保に努めると
ともに、伝統工芸品の魅力を
広める体験教室の実施など、
産地の積極的な取り組みを支
援していきたい。

高校卒業者の就職対策
技術取得のための技術専門高校を

技術系の専門学科である工
業科は、県立高校7校に設置し
ており、各学校では、技能検
定試験等に取り組むとともに、
「ものづくり」教育に力を入れ、
専門的な技術者養成に努めて
いるところである。
また、工業科の学科の内容

については、産業界のニーズ
に即応した改編を行ってきて
いるところであり、今後とも、
技術教育の充実に努めていき
たい。

平成15年度当初予算などの
案件を可決
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新規就農サポート･スクール
新規就農希望者に対する基礎的
知識･技術習得のための研修
時 6月23日～翌年2月20日
場県立農業大学校(かつらぎ町)
対･定 概ね60歳未満の本県にお
ける就農を希望する方で、原則
として農業大学校へ通いながら
研修受講できる方 15人(選考)
申所定の申込書等を5月13～
23日に会場
問会場t0736(22)2203

喜の国いきいき健康長寿祭
スポーツ交流大会
種目･時･場
グラウンドゴルフ

5月13日(火) 和歌山市
卓球･弓道

5月28日(水) 和歌山市
ペタンク

5月30日(金) 那智勝浦町
パークゴルフ

6月2日(月) 野上町
テニス･ソフトテニス

6月10日(火) 和歌山市
※種目によりダブルス･トリプ
ルス等の別あり
対県内在住の60歳以上の方(昭

和19年4月1日以前に生まれた方)
申ハガキ、封書、FAXに住所、
氏名、性別、生年月日、電話番
号、種目、(チーム名)を記入し、
4月28日までに(財)県いきいき
長寿社会センター〒640-8319
和歌山市手平2-1-2和歌山ビッ
グ愛7階 FAX073(435)5215
問申込先t073(435)5214

語学教室
フランス語

5月6日～6月24日の毎週火曜日
・初めての方＝13:30～14:30
・初級＝18:30～19:30
初級英会話

5月7日～6月25日の毎週水曜日
18:30～19:30
スペイン語

5月8日～6月26日の毎週木曜日
・初めての方＝13:30～14:30
・初級＝18:30～19:30
初めての韓国語

5月9日～6月27日の毎週金曜日
18:30～19:30
場 和歌山県国際交流センター
(和歌山市)

定各講座20人(先着順)
費 4,000円(1講座)＋県国際交流
協会賛助会員登録料3,000円
申ハガキ、FAXに希望講座名、
住所、氏名(ふりがな)、電話番

号を記入し会場〒640-8319和
歌山市手平2-1-2和歌山ビッグ
愛8階 FAX073(435)5243
問会場t073(435)5240

県有地の売却
未利用地を一般競争入札で売却
①和歌山市府中字東畑1011-26
(宅地316.47m2) 

②吉備町水尻字岡添1180-3
(雑種地785.00m2) 

③粉河町粉河字片山2265-1
(宅地262.55m2) 

④高野口町名古曽字上ノ段776-2
(宅地151.40m2)

申 4月7～28日に県庁管財課
問県庁管財課

全日本中学生 水の作文コンクール
課題 水について考える(題名自由)。
400字詰め原稿用紙(B4判)4枚
以内。本文の前に題名、学校名、
学年、氏名(ふりがな)を記入
対中学生(同年齢の方を含む)
申 5月15日までに県庁地域振興課
問県庁地域振興課

近畿青年洋上大学
近畿等の青年450人と共に中国
を訪問。洋上研修や現地青年と
の交流、ホームステイ等
時 8月11～22日

訪問地 中国(北京、天津、大同)
対県内在住の満20～35歳の方
定 30人(選考)
費 145,000円
申 4月30日までに県庁青少年課、
各振興局県民行政部総務課
問申込先

青年海外協力隊員等
青年海外ボランティア
説明会 4月20日(日)14:30～
田辺市民総合センター(但し、青
年海外協力隊のみ)
4月25日(金)18:30～

和歌山ビッグ愛(和歌山市)
①青年海外協力隊員(2年間)

対満20～39歳の日本国籍の方
派遣国 アジア、アフリカ、中南米、
大洋州、中近東、東欧の約65カ国
②日系社会青年ボランティア(2年間)

対満20～39歳の日本国籍の方
派遣国 アルゼンチンなど中南米
各国の日系団体等
シニア海外ボランティア(1～2年間)

説明会 4月25日(金)14:30～
和歌山ビッグ愛(和歌山市)
対満40～69歳の日本国籍の方
派遣国 アジア、アフリカ、中南
米、大洋州、中近東、東欧の約
55カ国
募集要領配布・問 県国際交流センタ
ー(和歌山市)t073(435)5240、

国際協力事業団大阪国際センター
t072(641)6900
申 所定の用紙で4月10日～5月20日

紀伊風土記の丘
子ども歴史クラブ会員
毎月第2土曜日13:00～15:00に
古代・民俗の体験学習
対小学3～6年生 40人
申 5月1日までに紀伊風土記の
丘資料館へ直接又は電話で
問申込先t073(471)6123

作業主任者講習
講習名･時
型枠支保工 4月22～23日
地山の掘削 5月13～14日
土止め支保工 5月20日
足場組立て等 6月10～11日
※いずれも9:00～17:00
※受講料必要(テキスト代含む)
場県勤労福祉会館(和歌山市）
申各講習会開催日の約1カ月前
から建設業労働災害防止協会和
歌山県支部t073(436)1327
問申込先

募  集�

和歌山県のホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�
県庁・県教育委員会への郵便は　〒640-8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて�

　　　　　　　　　　　電話は　t073（432）4111

時…期日・時間 場…場所・会場 定…定員　　�
対…対象・資格 費…費用 申…申込・応募方法　�
問…問い合わせ 抽…希望者多数の場合抽選��

ごあんない�
県内で漁業の新規就業をめざす方へ
インターネットで求人情報を提
供しています
http://www.wakayama.go.jp/p
refg/071000/center/top.htm
問県庁水産振興課

乳児の保護者のみなさん
神経芽細胞腫検査を忘れずに！
子どもが6カ月児となったら、
速やかに乳児健診時に配布され
た採尿器に尿を採り、検査申込
票と共に郵送してください
問住所地を管轄する保健所

1日まちの保健室
5月11～17日の看護週間に、県

内8カ所で健康チェックや血圧
測定、健康相談等を実施
問県看護協会t073(446)0605、
県庁医務課

Ｕターンフェア
来春卒業予定の大学生等を対象
とした、各企業の人事担当者と
の面談会（予約不要）
時 4月21日(月) 12:00～16:00
場ホテルグランヴィア和歌山
(和歌山市)

問実行委員会t073(431)7376

中小企業労働施策アドバイザー
県が委嘱した社会保険労務士が
県内中小企業を巡回します
・巡回相談･助言
・RCS(厚生労働省方式社内コ
ミュニケーション診断)の実

施と事後指導等
申･問 県庁労働企画課

国立公園内各種行為の許可申請
窓口の変更
4月1日から、国立公園(瀬戸内
海、吉野熊野)内で工作物の新
(増･改)築や土地の形状変更等を
行う際の許可申請窓口が、環境
省近畿地区自然保護事務所(瀬戸
内海)及び同熊野支所(吉野熊野)
に変更になりました
問県庁環境生活総務課自然環境
室、西牟婁振興局県民行政部総
務課、東牟婁振興局地域行政課

国定公園特別地域内における物
の集積等にかかる届出
4月1日から、特別地域内での物
(土石･廃棄物･再生資源)の集積

等を行う際は、新規のものだけ
でなく、既に着手しているもの
についても届出が必要です
問 県庁環境生活総務課自然環境室

ゴルフ場利用税の改正
4月1日から、障害者の方、18歳
未満の方、70歳以上の方等に適
用される非課税措置が創設されま
した。利用の際は、身体障害者手
帳、学生証、運転免許証等の提示
等が必要です

自動車税、自動車取得税の改正
4月1日から、｢自動車グリーン
化税制｣について、要件、軽減
期間等が改正されました。

問各振興局税務課(海草は税務
部自動車税･間税課)

県警察官A採用
時 5月10日(土)
場県立和歌山工業高校(和歌山
市)、県立田辺商業高校(田辺市)
試験区分･採用予定人数
警察官A男性＝65人程度
警察官A女性＝4人程度
受験資格 昭和49年4月2日から

昭和61年4月1日までに生まれ
た方で、大学(短期大学を除く)
の卒業者又は平成16年3月末日
までに卒業見込みの方
申込書配布 県人事委員会事務局、
県警察本部警務課・各警察署等
申郵送＝4月4～18日
持参＝4月14～18日に県人事委
員会事務局
問申込先t073(441)3763

危険物取扱者
種類 甲種、乙種、丙種
時 5月25日(日) 9:30～
場和歌山市、田辺市、新宮市
願書配布 (財)消防試験研究セン
ター和歌山県支部、県庁消防防
災課、各振興局地域行政課、各
消防本部
申 4月14～17日に(財)消防試験
研究センター和歌山県支部
問申込先t073(425)3369

製菓衛生師
時 6月9日(月) 14:00～
場県勤労福祉会館(和歌山市)
願書･菓子製造業従事証明書配付
県庁生活衛生室、各県立保健所
(支所)
申 4月21～25日に住所地を管
轄する県立保健所(支所)（但し、
和歌山市在住･県外在住の方は
県庁生活衛生室）※郵送可
問申込先

下水道排水設備工事責任技術者
時 7月13日(日)
場和歌山大学(和歌山市)
申込書配布 5月6～16日に下水
道事業等実施市町村、県庁下水
道課、各振興局建設部、(財)県
下水道公社
申込受付 5月19～23日
問 日本下水道協会和歌山県支部(和
歌山市役所内)t073(435)1093、
各市町村役場、県庁下水道課

試  験�

4月1日から、パスポート申
請時に住民基本台帳ネットワ
ークシステムを利用できるた
め、原則として住民票の提出
を省略することができます。
但し、学生など県外に住民登
録のある方等が申請する場合
は、従来どおり住民票の提出
が必要です。詳しくは申請窓
口へお問い合わせください。
問県パスポートセンター
t073(436)7888、各振興局
県民行政部総務課(海草を除
く)、東牟婁振興局県民行政
部古座駐在(新宮保健所古座
支所内)

パスポート申請時に
住民票の提出を
省略できます
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｢りぃぶる出前講座｣募集
男女共同参画を推進するため、地域住民自ら
が企画･開催する講座や研修会等への講師招
へいを支援します。
対 5人以上のグループ等が主催する、家族、
子育て、仕事と家庭の両立など男女共同参画
推進につながるテーマで、30人以上の参加
者が見込める講座等
講師 グループ等の希望を聴いた上でりぃぶ
るが決定。講師の謝金及び旅費はりぃぶるが
負担
※会場借上や開催準備はグループ等が行うこと
申 所定の申請書により講座等開催予定日の
2カ月前までにりぃぶる

｢和歌山県男女共同参画推進員｣募集
冊子の配布や講演会開催など、男女共同参画
推進活動を実践いただくボランティアを募集
対 県内在住の20歳以上の方
定 120人程度(選考)
期間 平成16年3月31日まで
申 ハガキ、FAX、Eメールに住所、氏名、
年齢、性別、職業、電話番号、応募動機を記
入し、5月20日までにりぃぶる

問 県男女共生社会推進センターりぃぶる
〒640-8319和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛9階
t073(435)5245 FAX073(435)5247  
Eメール e0315012@office.wakayama.go.jp

県修学奨励金
募集期間 4月14日～5月30日
【奨学金】

対・高等学校･高等専門学校に平
成14年4月以降第1学年に入
学した方

・世帯全員の収入額が生活保
護法の規定による生活保護
の基準に基づき算定する年
額の1.5倍以下であること

・対象者の保護者等が県内に
住所を有していること

・日本育英会等の奨学金の貸
与を受けていないこと

貸与額(月額) 国公立＝自宅通学
18,000円、自宅外通学23,000円
私立＝自宅通学30,000円、自宅外
通学35,000円
返還 無利子、卒業後10年以内
【進学助成金】

対・大学･短大に平成15年4月以
降第1学年に入学し、自宅以
外から通学する方

・世帯で最も収入の多い人の所得
が日本育英会の第1種奨学金の
収入基準額以下であること

・対象者の保護者等が県内に
住所を有していること

・他の奨学金等による一時金
の貸与を受けていないこと

貸与額(一時金) 50万円
返還 無利子、卒業後5年以内
問県教育委員会生涯学習課

母子寡婦福祉修学資金
対高校･大学等で修学する母子家
庭の児童等
申込書配布 各振興局健康推進課、
各市町村母子福祉担当課

申 各市町村母子福祉担当課
問 各振興局健康推進課(和歌山市在
住の方は和歌山市役所こども家庭室)

地域･ひと･まちづくり事業
県内の地域づくり団体等が実施
する地域づくり活動を支援
補助率 対象経費の2分の1以内
補助限度額 100万円
申･問 各振興局地域行政課

心と身体の健康づくり
紀州材を使った住宅建設支援
対県内に自分が住むために建て
る一戸建て専用住宅(建売除く)
条件 住宅の構造材(柱、はりな
ど)に乾燥した紀州材を使うこと、
かつ平成16年2月末までに構造材
部分が完成すること
補助金額 紀州材1m3当たり2万円
で、上限は1棟当たり40万円
申所定の様式で9月30日までに
住所地を管轄する振興局林務課
又は市町村役場　抽
問県庁林業振興課、各振興局林
務課

小規模企業者等設備資金
県内の小規模企業者(創業者を含
む)に対し、機械設備代金の約2
分の1を無利子で貸付
※設備貸与は4月以降の受付を休止
貸付限度額 4,000万円
償還方法 1年据置、6年以内の均
等半年賦償還
説明会 4月22日(火)＝西牟婁総
合庁舎(田辺市)、4月23日(水)＝
県民文化会館(和歌山市)
いずれも13:30～15:30
申･問 (財)中小企業振興公社で通
年随時受付t073(432)3412

融資など�
ネイチャーライフ IN きほく･春
炭づくりや野菜の苗植え等
時 5月10～11日(1泊2日)
場 紀北青少年の家
対 小学4年～中学生 40人 抽
費 3,000円
申 電話、FAX、ハガキで5月1日までに会場

癒
いや

しのレクリエーション･ヒーリング
自然体験や音楽療法等を通じて心の開放手法
を体験
時 5月24～25日(1泊2日)
場 紀北青少年の家
対 一般 40人 抽
費 3,500円
申 電話、FAX、ハガキで5月14日までに会場

家族でリフレッシュ･白崎
野外炊事、天体観測等
時 5月3～5日(2泊3日)
場 白崎青少年の家
対 家族 15組 抽
費 1人4,060～5,900円
申 電話、FAX、ハガキで4月20日までに会場

白崎ネイチャークラブ･春
ゲーム、竹細工、野外炊事等
時 5月17～18日(1泊2日)
場 白崎青少年の家
対 小学4年～中学生 40人 抽
費 3,000円
申 電話、FAX、ハガキで5月2日までに会場

感動体験！ファミリーフィッシング
キス釣り、カサゴ釣り
時 5月24～25日(1泊2日)
場 白崎青少年の家
対 小学5年～中学生とその家族
30人(保護者を除く)  抽

費 1人4,000～4,500円
申 電話、FAX、ハガキで5月15日までに会場

家族の連休プラン
時 5月3～5日(2泊3日)
場 潮岬青少年の家
対 家族 15組 抽
費 1人4,150～5,990円
申 電話、FAX、ハガキで4月20日までに会場

私のお気に入り 海そう押し葉
時 5月25日(日)
場 潮岬青少年の家
対 小学5年～中学生 30人 抽
費 1,000円
申 電話、FAX、ハガキで5月11日までに会場

ハガキ･FAXで申し込む場合
参加者全員の住所、氏名、年齢(学年)、電話番号、
保護者名、希望講座名を記入してください。

申･問
紀北青少年の家 〒649-7112かつらぎ町中飯降
1317-3 t0736(22)5530 FAX0736(22)5531
白崎青少年の家 〒649-1123由良町大引961-1
t0738(65)2351 FAX0738(65)2352
潮岬青少年の家 〒649-3502串本町潮岬669
t0735(62)6045 FAX0735(62)0182

磯の観察会
時 5月18日(日) 12:30～14:00
場 田倉崎海岸(和歌山市加太)
対 小学生～一般 60人
(小学生は保護者同伴) 抽

費 1人20円程度(保険料)
申 往復ハガキに参加者全員の住所、氏名、
年齢、電話番号を記入し、5月2日までに自
然博物館｢磯の観察会｣係

自然博物館友の会 新年度会員募集
○期間内(4月～翌年3月)は入館無料
○会誌｢ことのうら｣やイベント情報をいち
早くお届け

年度会費 ※( )内は家族割引料金
大　人 1,800円(1,300円)
高校生 1,300円(800円)
小･中学生 1,000円(500円)
申 自然博物館窓口等

申･問 県立自然博物館
〒642-0001海南市船尾370-1
t073(483)1777

当座預金、普通預金、別段預金は
平成17年3月末まで引き続き全額保護されます

・定期預金等については、これまでと同様、預金者1人当たり、1金融機
関ごとに元本1,000万円までとその利息等が保護されます。それを超
える部分は、破たん金融機関の財産の状況に応じて支払われます。

・平成17年4月以降は、当座預金など利息のつかない預金が全額保護さ
れることになります。

問 各金融機関の窓口　預金保険機構t03(3212)6029 近畿財務局
t06(6949)6369 和歌山財務事務所t073(422)6141

●4月から介護保険制度が一部変わります●

広報誌｢Ｗ－ｉｎｇ｣
第21号発行！
新ふるさと創り

県庁広報室、各振興局県民
行政部総務課でお渡ししま
す。郵送希望の方は、返信
用切手200円分(1冊の場合)
を同封のうえ県庁広報室へ

介護保険料 市町村等が決める65歳以上の方の介護保険料が変わります。
詳しくは、各市町村役場へ。

利用料 国の定める介護報酬が改正されます。これに伴い、受け
る介護サービスの種類によっては、利用料が変わる場合
があります。詳しくは、担当の介護支援専門員等へ。

要介護認定 より適切な要介護認定を行うため、調査項目などが改訂
されます。詳しくは、各市町村役場へ。

※介護保険制度については、インターネットでも情報提供しています
http://wave.wakayama.go.jp/kaigodenet/index.html

労 働 保 険 の 年 度 更 新 手 続 き は 5 月 20日 ま で に
問 和歌山労働局労働保険徴収室t073(422)2175



平成15年（2003年）4月1日�8

白浜町で行われた萬田久子さん主演の
テレビドラマのロケ

各市町村代表の小中学生によるジュニア駅伝大会が、2月16日(日)、和歌山市で

開催されました。第1走者の中学生男子が11時に県庁前をスタート。和歌山マリ

ーナシティまでの25kmを10人がリレーして、沿道の声援を受けながら、寒風を

ものともしない熱いレースが繰り広げられました。

1位 御坊市 2位 和歌山市 3位 海南市　

4位 美浜町 5位 龍神村 6位 すさみ町　

7位 かつらぎ町 8位 田辺市

犬を飼っている皆さんへ
犬の登録(市町村役場、但し和歌山
市は同市保健所で登録)と、年1回
の狂犬病予防注射は、
法律で義務づけ
られています
問合せ
各市町村役場

ホームページを開設！
わかやま県政ニュース

http://news.info-wakayama.jp
催しや募集のお知らせをはじめ、事
業の内容や調査結果等々、県から報
道機関に対して発表した資料を掲載
しています 問合せ 県庁広報室

和歌山県フォトライブラリー
http://photo.info-wakayama.jp
県が保管する県内各地の様々な写
真約2,500点を公開しています

問合せ
県教育委員会スポーツ課

入賞チーム

第2回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会


